
骨密度検査・治療はじめました

骨粗しょう症

骨粗しょう症とは、骨が弱くなり、骨折しやすくなる病気です。

骨量低下の主な原因は、閉経に伴う女性ホルモンの減少、

加齢、栄養バランスの偏り、遺伝、生活習慣などです。

骨粗しょう症は、自覚症状がなく、知らないうちに進行する

ことがほとんどです。自覚症状がないからこそ、定期的に

骨密度検査を受けることが重要です。

検査・治療

当院では手のレントゲンを撮影し、当日に結果をご説明

いたします。

検査結果により内服や注射など患者様とご相談して

治療方針を決定します。

※骨粗しょう症は保険適応です
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